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雑草防除技術開発の現状
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• 防除対象の変化

• 防除対象品目、場所の拡大

• 面的管理、異分野（病害虫防除等）との連携
の必要性
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雑草防除技術開発を取り巻く状況
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1992年に書かれた総説に現れる転作田の主要雑草（野口 1992）

防除対象の変化

野口 1992. 栽培技術の変遷に伴う雑草群落の変化. 雑草研究 37, 1‐7.
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アサガオ類に押しつぶされる大豆（茨城県、2015年8月）
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幾つかの作用点（WSSAの分類に基づく）に対する除草剤抵抗性雑草の種数
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除草剤抵抗性雑草の出現と拡大
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雑草イネ確認事例の推移
遺伝子解析と脱粒性により雑草イネと同定された試料の採
取地をもとに集計（内野, 中央農業研究センター未公表デー
タ）

http://www.naro.affrc.go.jp/org/narc/weedyrice/weedyrice.pdf

雑草イネの広がり

収穫前に採取された赤米雑草イネの穂。
収穫前に脱粒し、圃場内で雑草化する。
水稲と同じイネなので、防除は極めて困難。
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防除対象品目、場所の拡大

• 多様な品目の雑草防除

転作田における作付品目の多様化。←省力化

• マイナークロップの雑草防除

担い手不足、高齢化への対応、生産振興の要請。

• 畦畔や法面、休耕地

担い手不足、高齢化への対応、被災地復興。
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オギ（畦畔）
↓

福島県、2012年10月
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畑作難防除雑草 ・除草剤の登録促進（種類に制限）
・新たな防除技術の開発
・侵入防止対策

除草剤抵抗性雑草 ・対策剤の確認、開発（多剤抵抗性）
・新たな防除技術の開発

雑草イネ ・選択性のある除草剤と使用法開発
（除草剤耐性品種の開発→抵抗性の出現）
・新たな防除技術の開発

マイナークロップの
雑草

・除草剤の登録促進
・新たな防除技術の開発

総
合
的
雑
草
管
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防除対象 対策技術

持続的な防除→総合防除（総合的雑草管理）
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畦畔、法面など： 病害虫、外来雑草の温床 ← 面的管理

農作業のじゃま

難防除雑草侵入防止 斑点米カメムシ防除

畦畔の機能維持

畦畔・法面
管理の目的

草丈の低い多年草による植被

コンクリート畦畔、防草シート

景観の維持

広葉多年草（ヒメイワダレソウ等）イネ科多年草（シバ、チガヤ等）

機械除草、除草剤・抑草剤、植栽など

面的管理、異分野との連携の必要性

病害虫、雑草防除などが矛盾しない面的な総合対策
（異分野との連携）
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雑草分野の研究・技術開発勢力

• 農研機構 15名程度
（東北 4名、関東・東海・北陸 6名、近畿・中国・四国 2名、九州・沖縄 3名）

• 都道府県 0〜若干名

• 大学 「雑草」と名のつく研究室は数研究室

全国・地域毎の情報共有システムの構築が不可欠



情報の一次ソース
農業者、メーカー、都道府県の研究機関、大学、国研等
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情報共有・議論の場

〈農研機構主催〉

・雑草研究会（全国対象）
・各地域の水田・畑作研究推進会議等

〈植調協会主催〉

・除草剤試験成績検討会

〈農研機構主催〉

・雑草研究会（全国対象）
・各地域の水田・畑作研究推進会議等

〈植調協会主催〉

・除草剤試験成績検討会

病害虫フォーラム 等

〈学会〉

・日本雑草学会講演会等

・雑草情報共有システム研究会集会

病害虫フォーラム 等

〈学会〉

・日本雑草学会講演会等

・雑草情報共有システム研究会集会

情報の共有・蓄積、提供の場

参加者限定 オープン

日本雑草学会学術研究部会
雑草共有システム研究会のホームページ→

〈中央農研と植調協会が隔年で主催〉
都道府県職員等対象の研修会


